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篇）Vol. 51 No. 1，pp. 43―57．
2） 鈴木　啓司2014，「新たなる認識論理の構築12―認識論から見た無限―」，名古屋学院大学論集（言語・文化篇）






























篇）Vol. 51 No. 1，p. 54．
8） ロシアの数学者ペレルマンによりなされた。ポアンカレ予想は，「単連結な3次元多様体は，3次元球面と同相
である」というものだが，これは平たくいうと，本論でも触れたように，中身の詰まった3次元球体（3次元多
様体とされるもの）を連続的に（切ったり貼ったりせずに）湾曲させ3次元球面とし，周りの4次元空間を囲い
こめるか，ということである。それは3次元多様体上のループが途中どこにも引っかからず1点に収束するか（湾
曲して閉じるか），とも言い換えられる。ペレルマンはこれを，リッチフローという，物理学の色合いもある微
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分幾何学の手法を使って肯定的に証明した。リッチフローとは，多様体の曲率の時間的変化を熱伝導のように
表す微分方程式だ。いわば，多様体内に物理系のごとく時間が流れているのである。リッチフローを進めると
特異点というものが現れる。それは曲面を切り離す断点のようなものだ。これを「手術」という方法を使って
解消し，連続性を維持する。そうして，特異点が現れるたびに手術によってそれを解消し，最終的に各ピース
を足し合わせると，それは切れ目を入れていないもとの曲面の復元となるのである。とはいえ，およそ理解の
外である。ただ，ここで注記しておきたいのは次のことである。n次元のポアンカレ予想は，2次元以下は容易
にイメージでき（とはいえ，1次元と違って2次元における証明はそう簡単ではない），4次元以上も1981年ま
でには証明された（5次元以上は，スティーブン・スメイルにより1960年に，4次元は，1981年にマイケル・
フリードマンにより証明された）。面白いのは，われわれの宇宙をかたどる3次元が最後まで未解決のまま残っ
たことである。その難しさは，いわば現実と抽象のはざまによって来るものであろう。2次元以下は（あくまで）
感覚的に自明である。4次元以上は純粋抽象の世界で操作可能である（数学的空間に十分ゆとりがあるといっ
てもよい）。現実と抽象のはざま，3次元と4次元のあわいが，一番取扱い困難なのである。その意味するとこ
ろは，筆者には，数学がその土台の部分でどこか身体的なものに根差している証左だと映る。それはまさに人
間というものそのものの状態につながり，よって従来の言説の外にあり，形式的な描写を困難にしている根源
である。とはいえ，ポアンカレ予想が証明されたように，決してその形式化は不可能なことではない，と筆者
は考える。
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